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今後の取組の参考に・・・



・会場に行かなくても貴重なお話等が聞けたことは大きな成果でした。

・コロナ禍の中、デジタルを活用された斬新な取組と感銘いたしました。和食に触れる良い機会を得ることが
できました。

④基調講演について

⑤取組事例発表について

⑥フリーディスカッションについて

⑧今後取り上げて欲しいテーマ、企画等

⑨その他、ご意見・ご感想等

・小学生への田植体験やご当地料理の料理実習等、大変重要な取組みを行っている事業者があることを 知
り 、有意義であった。 このような取組みを行う事業者が今後増えることを期待 したい。

・原料の昆布や鰹節などが手に入りにくく、高価になっており、日本の食文化の保護・継承が危ぶまれるとの
ことは、日本食文化の継承について見つめ直すものになると思う。

・家庭での食育やその家ごとの味を持つことの大切さを伺えて考えさせられました。食育は家庭の食卓で行
えるので、食事の楽しさや大切さを娘達に継いでいきたいです。

・学校給食における「和食」の取組状況や食育活動について知りたいです。

・発酵食品文化などは、歴史がありよいのではと思います。

・今回の「だし」のように、素材に特化した話が聞きたい。

・食文化は語り継がれる中で、良くも悪くも形が変わっていくものもありますが、食育を推進する側として基本
形を知っておく必要があると強く感じさせられました。

・日本の食文化の大切さを振り返ることが出来ました。機会ある毎に若い世代に伝えていきたいと思います。

・コロナ禍であっても、やり方を工夫すれば食育は実施できるということがよく分かりました。

・地元の旬の食品や伝統食が身体に良く、「身土不二」や「地産地消」は大事にすべきだと思いました。地域
の農業を地域で支えて行くことにも繋がると思います。

ご意見・ご感想等（自由記入欄）抜粋

・「ガストロノミー」という言葉は知りませんでしたが、食事・料理は文化に深く繋がっていることは成長するに
つれて誰もが感じている感覚だと思います。様々な切り口で食文化について考える良い機会となりました。


